
資料３

新型コロナウイルス感染症対策に係る県立病院の取組について

(1) 県立病院におけるこれまでの取組状況

① 新型コロナウイルス感染症患者受入の状況 （R2.8.26現在）

病院名 確保病床数 累計受入数 現在受入数

宮崎病院
７床（感染）

45人 11人
10床（一般）

延岡病院
４床（感染）

29人 ４人
10床（一般）

日南病院
４床（感染）

８人 ０人
６床（一般）

合計
15床（感染）

82人 15人
26床（一般）

② 主な取組

ア 各病院とも院内感染防止対策を取りながら、感染症、呼吸器専門の内科医や感

染管理の専門知識を有する認定看護師が中心となって治療に当たっている。

・外来患者対策（サーモグラフィーによる検温、問診の実施 など）

・入院患者対策（面会制限、疑い患者入院時の迅速な検査体制の構築 など）

・病院職員の感染防止対策（毎日の体温測定、不要不急の県外出張の自粛 など）

イ 宮崎病院の眞柴副院長は県調整本部（医療体制構築、入院調整を担う）の一員

として、臨床現場の生の声を、対策の企画・立案等に反映している。

ウ 感染が拡大した７月からは、地域の中核医療機関として、急増する患者の積極

的な受け入れを行っている。

【宮崎病院】

・受入病棟の拡大

・精神疾患を有する患者の精神医療センターでの受入

・小児患者の小児科病棟での受入

【延岡病院】

・受入病床の拡大

・広域入院調整による他圏域の患者の受入

【日南病院】

・広域入院調整による他圏域の患者の受入

エ 新型コロナウイルス感染症の体制強化のため、検査・治療機器等の整備を行っ

ている。

＜院内患者への検査体制の整備＞ ＜重症患者への治療体制の整備＞

宮崎 延岡 日南 宮崎 延岡 日南

ＰＣＲ検査機器 ○ ○ 発注済 ＰＣＰＳ※ ２台 ３台 １台

抗原検査キット ○ × ○ ＥＣＭＯ － １台 －

人工呼吸器 26台 23台 ８台

※心臓と肺の循環補助に用いる装置(広義のECMO)



(2) 今後に向けた取組

ウィズコロナ時代を見据え、救急医療や高度・急性期医療等と新型コロナウイルス

感染症に係る医療を両立させ、全県レベルあるいは地域の中核病院として、県民に高

度で良質な医療を安定的に提供するという県立病院の使命を果たしていく必要がある。

① 病床等の安定的な確保

新型コロナウイルス感染症患者受入れのため、入院病床や看護スタッフ等の受入

体制を安定的に確保する。

② 高度医療設備の整備

新型コロナウイルス感染症患者に高度かつ適切な医療を提供するため、必要な設

備整備を行う。

③ 県立病院の医療従事者等の適切な処遇

困難な状況の中で業務に従事する県立病院の医療従事者等を適切に処遇すること

で、県民への継続的・安定的な医療の提供につなげる。

④ 地域の医療機関との更なる連携

各地域の保健所と十分に協議しながら、地域の医療機関との役割分担など、現行

の新型コロナウイルス感染症に係る医療提供体制の効果的な運用に向けて、連携を

図っていく必要がある。

また、コロナ禍における本県の救急医療体制の維持のため、がん、脳卒中、心筋

梗塞等の救急患者の受け入れ医療機関などと、機能の相互補完を図っていく必要が

ある。

【参考：患者動向】

４月 ５月 ６月 ４月 ５月 ６月

R1年度 11,991 12,219 12,194 14,370 13,817 13,953

R2年度 9,486 8,893 9,844 11,819 11,003 13,179

増減率 -20.9% -27.2% -19.3% -17.8% -20.4% -5.5%

R1年度 8,988 9,389 9,691 8,374 8,427 8,175

R2年度 7,794 8,101 8,123 7,338 6,675 8,298

増減率 -13.3% -13.7% -16.2% -12.4% -20.8% 1.5%

R1年度 6,733 7,149 6,875 7,662 7,448 7,354

R2年度 5,505 5,161 5,420 6,310 5,845 6,819

増減率 -18.2% -27.8% -21.2% -17.6% -21.5% -7.3%

R1年度 27,712 28,757 28,760 30,406 29,692 29,482

R2年度 22,785 22,155 23,387 25,467 23,523 28,296

増減率 -17.8% -23.0% -18.7% -16.2% -20.8% -4.0%

入院患者 外来患者

宮崎病院

日南病院

延岡病院

合 計


